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２０１６年度 Vol.４ 

講座の名称、内容などはいずれも予定です。最新の情

報は、環境情報活動センターのホームページをご覧く

ださい。2か月先までの講座をご案内しています。

「広報しながわ」には募集開始日に掲載されます。 

ゴーヤや朝顔などで緑のカーテンを作ります。鉢に種

を蒔くところまでを行い、 

育てるコツを学びます。 
    （対象：中学生以上） 

● 開催日／4月30日 (日) 

● 募集／4月1日から    

● 講師／丸山均氏（しながわ区民公園管理事務所長） 

 
 

世界の森林と人や生き物とのかかわり

について学び、美しい写真の中で世界

を旅していただきます。 

（対象：中学生以上） 

● 開催日／6月18日 (日) 

● 募集／5月21日から        

● 講師／吉田繁氏（写真家） 

９月の防災の日を前に、ライト付 

救急箱を製作します。 

（対象：中学生以上） 

● 開催日／７月9日 (日)  

● 募集／６月11日から        

● 講師／小宮章利氏（照明コンサルタント） 

砂漠の緑化など環境にも役立っている高分子吸水体で

遊んで、マジックができる香りのビンを作ります。 

（対象：小学1～3年生と保護者） 

● 開催日／5月14日 (日) 

● 募集／4月11日から       

● 講師／久保利加子氏 
     （茨城県おもしろ理科先生講師） 

     

元南極観測隊員を招き、‚ブリザードの風速‛を体感し
たり、南極の氷に閉じ込められた２万年前の‚弾け出る
大気の音‛を聞いたり･･･本物を体
験できる講座です。（対象：小学生
＊3年生以下は保護者同伴） 

● 開催日／６月11日(日) 

● 募集／５月11日から      
● 講師／元南極観測隊員 

  (㈱ミサワホーム総合研究所） 南極観測船‘しらせ’ 

    

 

温度差による気体の膨張、収縮で 
作動するエンジンです。空き缶を 
利用して作ります。           

（対象：小学4～6年生）      

● 開催日／7月2日(日)   

● 募集／6月１日から       
● 講師／新井俊雄氏  
    （コンセプトプラス㈱代表取締役） 

  

スターリング 
 エンジン  → 

 

  
 

   

（対象：小学2～4年生＊3年生以下は保護者同伴） 

‘ガシャポン’の空カプセルを使って 

はんこを作る工作にチャレンジ。 

  

● 開催日／6月25日 (日) 

● 募集／5月21日から        

● 講師／岩村剛氏  （(株)バンダイ 

                プロダクトマネジメント部） 
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 ヒヨドリというと皆さんはどんな印象をもって

いますか。「ツバキや桜の花で蜜を吸う可愛い

鳥」「ピィ-ヨ、ピィーヨと鳴いてうるさい鳥」

「家庭菜園のブ

ロ ッ コ リ ー や

キャベツをつい

ばむ困った鳥」

など、いろいろ

かと思います。 

 品川区内でも

普通に見られる

ヒヨドリですが、

以前は、東京都心では冬の鳥であり、春には山野

に戻って繁殖していました。ヒヨドリが街中でも

繁殖するようになったのは1970年代以降のことで

す。ヒヨドリにとって都会は住みやすい環境に

なったようです。 

  ヒヨドリは何でも食べる「雑食性の鳥」であ

り、都会にはいろんな食べ物があります。春から

夏には昆虫をよく捕らえます。都会にも多いアブ

ラゼミを追い立て、飛び立ったところをキャッチ

します。公園や人家には花や実のなる木も多く、

秋から冬にはアオキやピラカンサなどの果実を食

べ、冬にはサザンカやツバキなどの花の蜜を好ん

で吸います。そして、いよいよ食物が乏しくなる

1月下旬～3月にはキャベツやブロッコリーなどの

野菜やエゾノギシギシなどの雑草の葉もついばみ

ます。食べられた葉の痕を見ると「Ｖ字状」をし

ておりヒヨドリの嘴の形と一致します。さらにパ

ン屑やクッキーなどの人工食品を食べるなど、食

事のメニューを増やしてきました。 

ヒヨドリの食性で特に注目したいのは「ユズリ

ハ」の 葉 で

す。皇 居・東

御苑では何羽

ものヒヨドリ

が飛来して葉

をついばみ、

丸坊主になり

ました。なぜ

狂ったように

ユズリハを食べる

のかは分かってい

ません。 

葉には毒性のある

アルカロイド類が

含まれているた

め、麻薬のような

中毒症状にかかっ

てしまうのかも知れ

ません。皇居だけで

なく自然教育園（港区）、明治神宮（渋谷区）で

もユズリハが食べられており、品川区戸越1丁目

のあるお宅でも庭のユズリハが食べられました。 

ヒヨドリが、いつ、どんなものを食べるかを観

察し、都会の環境についても考えてみましょう。 

 

（ＮＰＯ法人 自然観察大学学長 唐沢孝一） 

都会に適応したヒヨドリ 

河津桜の花の蜜を吸うヒヨドリ  

 ヒヨドリに葉をすっかり 

 食べられたユズリハ  

ユズリハの葉をついばむヒヨドリ  

マンションでは、家庭から排出されるごみは

集積所に出され、それを管理人が分別して回収

に出しますが、結構苦労しています。中には全く

分別が行われていないごみ袋(可燃、資源、不燃

ごみが一緒)や中身が入ったままのガラス瓶、宛

名の付いたダイレクトメール、中身の残っている

ガスボンベ製品等があります。 

困るごみの種類と対処方法を挙げてみます。 

・住所氏名の入ったもの、特にビニール袋に入っ 

  たもの･･･宛名ラベルを剥がして、紙と資源プ 

  ラスチックに分類します。 

・中身の入っているガラス瓶･･･中身を取り出し 

  て洗浄し、きれいにして回収出来るようにし 

  ます。 

                     

・中身の入ったガスボンベ･･･中身を抜 

  いて空にして不燃ごみに入れます。  

・可燃ごみ内に見られる不燃ごみ･･･ 

 取り出して分別します。 

・資源プラスチックごみ内に見られる 

  金属付帯ごみ･･･取り出して分別、又 

  は分解して金属とプラスチックに分 

       別します。資源プラスチックごみと

して出されていても中身が残っていたり、特に汚

れのひどいものは可燃ごみへ  

 この他にもいろいろありますが、回収時にあま

りにひどいと回収されずラベルを貼られて置いて

行かれます。結局、いやでもやらざるを得ないの

が現状で、他のマンションの管理人に聞いてもど

こも同じで困っているとの事です。 

きちんと分別してくれる人もたくさんいる中

で、分別のモラルを守ってほしいと願っていま

す。微々たる事ですが地球温暖化防止に役に立て

ばと思っています。 

（環境記者 青野良平） 

 環境記者活躍中 
マンションごみ置き場の清掃管理

(現役管理人から)  
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環境表彰式環境表彰式環境表彰式   
平成29年2月２5日(土) スクエア荏原  

 
       

               

              喜多智子様  

 各家庭で使っていない傘を集め、 

 「わ！しながわ」のステッカーを貼り、 

 区内公共施設で再利用するアイデア。 

環境保全活動顕彰は、今年度から実施し、

区内で環境保全に関する優れた活動をされている

企業、個人、団体を顕彰し、その活動を広く区民

の皆様に紹介することを目的としたものです。 

もったいない選手権は、優れたアイデア

をいただいた方を表彰するものです。 

今年度は企業大賞１件、企業賞１件、地域大賞

１件、地域賞３件、もったいない選手権最優秀賞

１名が選ばれました。 

  環境保全活動顕彰 
地域大賞「しながわ花海道の継続運営」 

 平成18年より勝島運河の緑地を清掃し、花壇に

花を植え、街並みを美化するこ

とで地域にうるおいとやすらぎ

を提供しておられます。 

 

 

 

 

 

 

 

      

 
企業大賞「日産グリーンショップ活動」 

 2000年度より「日産グ

リーンショップ活動」と 

して制度化し、人とクル 

マと自然の共生を環境理 

念とした取組みを行って 

おられます。 

永尾章二様 

日産東京販売ホールディングス㈱ 

東京日産自動車販売㈱ ご発表：松本光之様 

日産プリンス東京販売㈱ 

日産プリンス西東京販売㈱ 

しながわ花海道の自然 

春は菜の花 秋にはコスモスが咲き誇る 

地域賞 
「地域猫対策活動」西品川二丁目会 猫基金グループ 

「ＥＣＯ循環サイクルを中心とした‚花いっぱい運動‛」                

            平塚二丁目町会 花と緑の部 

「リサイクル活動」喜楽会 

企業賞「地球温暖化防止に関する活動」 

         第一三共㈱品川研究開発センター 

 

リサイクルショップ「リボン」 

 洋服、バッグ、雑貨や家具など、ご家庭にある 

 品物を出品しませんか。 

「捨てるのはもったいない」「ご縁があれば他の方に

使っていただきたい」、そんな品物がありましたら

「リボン」をご利用ください。 

詳しくは下記までお問い合わせください。 

 旗の台店：旗の台5-13-9 03(5498)7803 

 大井町店：広町2-1-36 区役所第三庁舎 03(5742)6933 

もったいない選手権最優秀賞 



 

しながわECOだより 2016年度Vol.4 
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本紙は、古紙を配合した用紙で作成しています。 

平成２8年度はこんな講座を開催しました 

環境情報活動センターでは、「環境」をテーマとした楽しい講座を開催しています。 

みなさまのご参加をお待ちしています。 

講座内容の詳細は、環境情報活動センターのホームページ 

http://shinagawa-eco.jp/mt_kouza/でご覧いただけます。 

（＊）3月10日現在予定 

一般 小学生 

開催月 テーマ 開催月 テーマ 

4 緑のカーテンを作りましょう 5 間伐材の積み木でゲームをしよう 

５ 【園芸講座】春の寄せ植え 6 南極を知る、体験する 

6 気楽なコラージュＢＯＸ作り 6 地球にやさしいエコエンジンを作ろう 

7 家庭で実践できる草木染め 7 風鈴とうちわ作り 

9 天気図の見方・読み方・作り方 7 リモコンで光るおもちゃ作り 

9 さき布から「ぞうり」を作ろう 7 生きもの博士になろう①②③ 

10 ツバメの生態から見た品川区の環境 7･8 気象予報士から学ぶ気象と環境①②③ 

11 エコでおしゃれな風呂敷活用法 8 ビオトープの作り方で自由研究 

11 再生可能エネルギーの現状と課題、将来展望 ９ お天気のふしぎと気象実験 

12 鉄道写真から見る自然と環境 10 ＬＥＤで飛び出す３Ｄ装置作り 

12 【園芸講座】お正月の寄せ植え 10 宇宙旅行の疑似体験と星座早見盤作り 

1 江戸落語に出てくる環境噺 11 しながわ中央公園での植物探検と花の万華鏡作り 

2 古布で作る手作りふくさ 11 間伐材を使ってどんぐり人形を作ろう 

    12 卵の殻でチョークを作ろう 

   2 遊んで、学んで、木と友だちになろう 

   3 レーウェンフックの顕微鏡を作ろう 

   3 いっしょに学ぼう！生物多様性①②③(*) 

古布で作る手作りふくさ 
（一般／２月26日） 

古い着物などを再利用して、

華やかなお祝い用（祝儀袋）の

ふくさを作りました。 

レーウェンフックの顕微鏡を作ろう 
（小学生／３月5日） 

直径２ｍｍのガラス玉をペットボト

ルのキャップにはめ込んで顕微鏡を

作り、玉ネギの薄皮･豆もやし･ニン

ジンの細胞を観察しました。  

鉄道写真から見る自然と環境 
（一般／12月4日） 

プロ写真家による美しい鉄道

と自然の写真を観賞しながら、

気象条件が見せてくれる美し

い世界や撮影の仕方について

話を伺いました。  

卵の殻でチョークを作ろう 
（小学生／12月11日） 

卵の殻をリサイクルしたチョー 

クを作り、その体験を通して 

３Ｒ推進のための不用品の分別 

排出についてお話ししていただ 

きました。                               

江戸落語に出てくる環境噺 
（一般／1月22日） 
現代と違い、捨てるという発想のない時代のお話を

落語を中心に楽しくお話ししていただきました。  

遊んで、学んで、木と友だちになろう 
（小学生／2月5日） 

クイズをして木の特 

性を学び、積み木の 

ゲームや、ひのきのエンピツキーホルダー作りを通

して木を身近に感じました。       


